
 



【実験１日目】 

＜ 準備物＞ 

過炭酸ナトリウム4.0ｇ、塩化鉄(Ⅲ)、酸化鉄(Ⅲ)、湯(50℃）30ｍL、100mL三角フラスコ、ゴム栓、誘導管、

100mLメスシリンダー、水槽、軍手、ストップウォッチ 

＜方法＞ 

１ 100mL三角フラスコの中に過炭酸ナトリウムを5ｇを入れ、水上置換の準備をする。 

２ 湯(50℃）30ｍLを用意する。お湯に少量の塩化鉄(Ⅲ)を入れ、過炭酸ナトリウムの入った三角フラスコに

お湯を加える。三角フラスコを振り混ぜながら、混ぜてから約５秒後から出てくる気体を水上置換メスシリ

ンダーに100mLを越えないように90ｍLをめやすに集める。その気体を集めている時間を測定する。 

３ メスシリンダーと水槽の液面を合わせ、捕集した気体の体積を測定する。目盛りは1/10まで読む。 

４ または１～３を塩化鉄(Ⅲ)を酸化鉄(Ⅲ)に変えて繰り返す。 

＜実験結果＞ 

     

     

 

 

   

 

 

 

【実験２日目】 

＜ 準備物＞ 

１日目と同じ(反応の速さを変えるためにある一つの条件を変える必要がある) 

＜方法＞ 

同じ条件を変えたいくつかの実験を１日目同様に行う。 

反応の速さをかえる要因を仮定する 

 

＜実験結果＞ 
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